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(1払)の ｢ている｣は ｢進行｣と ｢結果状態｣の両方の解釈が可能であるが､(1蝕)の ｢てい





















(16)a.山田さんは (解体業者に頼んで)納屋を象遮 ｡ 他動詞構文α)































































































(27)(マッサージ店で)太郎は肩を (ほぐした/艶 だ)O (他動詞構文α)
(正 太郎は客の肩を †ほぐした/速左だ)O (動作圭一主語の他動詞構文))
(28)(交通事故で)太郎は頭を (立通 /粥叩いた)O (他動詞構文β)
































動詞構文βに生起する動詞 (たとえば､｢(歯を)折る｣)の意味構造を､動作 圭 一主語の他動詞構
文に生起する鎗合の動詞の意味構造との比較で図示すると､次のようになる(斜めの破線矢印は､
拡張のプロセスを表す)0
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